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立科ゴルフ倶楽部 

陣内 
森林公園 

蓼科第二牧場 

権現の湯 権現の湯 

立科中学校 

立科小学校 
蓼科高校 

蓼科 
農ん喜村 

蓼科スカイライン 
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スズラン峠 

白樺高原 
総合観光センター ● 

● 

1 旧芦田宿本陣土屋家住宅 

2 津金寺宝塔 

3 笠取峠のマツ並木 

1 津金寺 観音堂 

2 津金寺 妙見堂 

3 芦田城跡 

4 神代杉 

5 一里塚（笠取峠） 

6 天狗松 

7 鳴石 

8 与惣塚 

9 宇山堰石樋 1 切石 

2 虎御前姿見の井 

3 駒形社 

4 厄除観音堂 

5 六地蔵塔 

6 藤沢の大日堂 

1 稲畑汀子歌碑 

2 4 若山牧水　喜志子　比翼の歌碑 伊藤左千夫歌碑 

5 小林泉歌碑 3 蓼科旅情歌碑 

7 観音坂のおさんやさま 

8 塩井 

9 諏訪神社（塩沢） 

10 日限地蔵尊 

24 蓼科神社 25 六川源五右衛門屋敷跡 

26 六川源五右衛門新道 

27 鉤引石 

11 滝不動と天満社 

12 冠者社 

13 山部学校（誠倫学校） 

14 諏訪神社（山部） 

15 かぶと松と休み石 

16 今泉 

17 諏訪神社（宇山） 

18 一里塚跡（茂田井） 

19 諏訪神社（茂田井） 

20 無量寺 六地蔵 

21 倉見城跡 

22 大庭遺跡 

県指定文化財 町指定文化財 町文化財 

歌碑・句碑 

23 光徳寺 不開門 

寛政12年（1800）に建築された（再
建）客殿が往時の姿を伝える。 
昭和63年県宝に指定。 

元禄15年（1702）に再建。正方
形の堂で、入母屋造。本尊は聖観
世音菩薩（秘仏）。 

江戸から数えて43番目といわれ、
芦田宿より松並木を経て笠取峠
頂上手前の北側にある。 

樹幹は兜状で形が良く、その姿
の偉大さから人々は天狗を連想。
樹齢は推定300年。 

蓼科第二牧場脇、2つの石が鏡餅
状に重なり合った大きな磐石（直
径3m）。雨境峠祭祀遺跡群。 

鎌倉から室町期に順次構築され
た遺跡で、雨境峠を通行した旅
人が安全を祈願したとされる。 
雨境峠祭祀遺跡群。 

慶安年間（1648～51）に蓼科山
中からの引水に成功し、以来
300有余年維持管理された。 

ヒメツルコケモモ 
つつじ科。７月頃開花し秋に小
さな実をつける。湿原で発見さ
れ御泉水自然園に移植された。 

ミヤマシロチョウ 
中部山岳の限られた範囲にわず
かに生息する高山チョウ。開発
により絶滅が心配される。 

蓼科神社秋祭用奉納屋台 
及び雅楽器一式 
総ヒノキ材で中二階造り。蓼科神社の
秋祭（9月）に獅子舞と共に奉納される。 

北佐久と小県の郡境の目印石。
「のこぎり引き石」又は「弁慶
の切石」として伝えられる。 

延徳4年（1492）室町時代の石仏
で、銘ある石仏としては町内で2
番目に古いものとされる。 

江戸中期の建立で、明治初年頃
まで尼僧がお札を売った。天井
には華麗な絵が画かれている。 

天慶3年（940）に建立といわれる。
旧塩沢村（現塩沢区）の村社であ
り諏訪大社の末社。 

木曽義仲の嫡子の霊を家臣の今
井氏が祀ったもの。現在では鎮
守の神として9月に祭典を行なう。 

織田信長が兜をかけた説と武田
信玄が兜をかけ石に腰掛け休ん
だ説がある。現在は３代目。 

天保年間の茂田井村差出帳には
当時、この地の両側に土塚があ
ったとされる。 

 

明歴3年（1658）浅野宮君御東下
の供御用水となるなど、古くか
ら由緒ある湧水。 

文化15年（1818）に再建。茂田
井出身の立川流宮大工田中圓蔵
の作で、彫刻は見事である。 

別名茂田井城とも呼ばれ、天文
年間（1532～1554）米持主殿介
の居城といわれる。 

正面入口の不開門は江戸末期頃
の建立といわれ、立川流の唐破
風門造りで彫刻が見事である。 

蓼科山山頂に奥社がある。里宮
では秋祭（９月）に三頭獅子と
総桧材の屋台が奉納される。 

佐久－諏訪間の道路開削に私財
を投じ、屋敷を雨境に移し、75
歳までの23年間従事した。 

明治29年（1896）大門峠までの
約16kmを道路開削。沿道のカ
ラマツは当時植樹したもの。 

路傍の巨石と赤沼池（女神湖）の
神秘さにカッパの河太郎伝説が
残る。雨境峠祭祀遺跡群。 

皆花野　 
来して 
まなざし　語りをり 

信濃には八十の群山ありといへど
女の神山の蓼科われは 

作詞　瀬斉正峯　 
作曲　中山大三郎    
朝霧煙る蓼科は～ 

見よ旅人　秋も末なる山々の　
いただき白く　雪つもり来ぬ  

かの行くは　こしのからすかひ
とり見る　しなのの果のたそが
れのそら 

6 若山牧水歌碑 
老松の風にまぎれず啼く鷹の　
聲かなしけれ風白き峰に 

6

6

7吉村煙嶺句碑 
古道の名残も捨て難けれども　
繕う多　道や春めく　人通り 

三石勝五郎歌碑 
かりがね渡る笠取の　 
峠の茶屋はなけれども 
残るふもとの松並木 

松尾芭蕉句碑 
山路来て何やらゆかしすみれ草 

6 保科五無斎歌碑 
我死なば 
佐久の山部へ送るべし   
焼いてなりとも生でなりとも 

縄文～平安時代の複合遺跡。 
平成元年の発掘調査後は、史跡
公園として保存されている。 

六地蔵は仏教でいう六道にちな
んでおり、顔の表情がひとつず
つ異なるものは貴重である。 

神社奥の祠は神社を祭った時の
もの。旧宇山村（現宇山区）の村
社であり諏訪大社の末社。 

明治7年この地に開校。後に人
権教育の先覚者となる保科五無
斉も学び、教鞭を執った場所。 

神社入口の大鳥居の額「諏訪宮」
は、文化元年（1804）寛政の改革
松平定信の書。 

元禄の頃、疫病が流行った時、
庵主の夢枕に「日を限って祈願す
れば治す」のお告げあり。 

滝の湧出するこの地に神体を祀
り、現在は天満社を合祀して安
全を祈願している。 

天明年間の大飢饉や浅間山の大
噴火で困窮した農民が大石に観
音菩薩を刻み奉った。 

塩沢の地名の由来となった井戸
と伝えられ、側に弁財天の祠が
奉られている由緒ある井戸。 

相模国大磯の「虎尼」が善光寺か
らこの地へ来てここで死んだと
のいい伝えによる。 

4月には五穀豊穣を願い獅子舞
を奉納。本来「駒の神」で牧場跡
に祀られたとされる。 

別所北向観音を信心し、慶応2
年（1866）に堂を造り本尊を安
置したと伝えられる。 

天保7年（1836）に建立。立川流
2代目和四郎富昌と田中圓蔵合
作の彫刻が施されている。 

町を代表する中世の山城。戦国
時代後半には芦田氏の居城とな
る。展望台からの眺めは見事。 

蓼科神社の御神木。樹齢1000
年を超え、幹周約10m。県下の
巨樹十指に数えられる。 

鎌倉武士滋野一族の供養塔。 
時代的特色を表す重要な石造文
化財。昭和49年県宝に指定。 

徳川幕府の植樹政策により慶長
9年ころに植樹。樹齢は推定
150年～300年以上。昭和49年 
県宝に指定。 

一 
歳時記 みどころ 

月 二 月 三 月 四 月 

五 月 六 月 七 月 

八 月 九 月 

十 月 十一 月 

十
二 月 

光徳寺では、
お釈迦様の降
誕を祝して花
祭り（8日頃）が
行われ、子ど

もには「ちえ団子」が護符として配
られます。津金寺では、昼観音縁
日（花祭り）やカタクリ・野草祭りが
行われます。外倉駒形神社では、
五穀豊穣・無病息災を祈願して、
古くから伝わる三頭獅子が奉納
されています。  

 
初夏を感じる
暖かい良い季
節を迎えます。

りんごの白い花が咲き、秋の豊作
を願い、花摘み・摘果作業が始ま
ります。中旬頃からは田植えが一
斉に始まり、農繁期を迎えます。 

無量寺では、
元三大師(がん
ざんだいし）の
祭日（18日）に
護摩を焚いて

無病息災が祈願されます。講員には
お札が配られ、祈とうのお札は神棚
に、元三大師修行姿のお札は戸口に
貼ると魔除けになるといわれていま
す。町内では15日頃を中心に「どん
ど焼き」も行われています。 

 
 
 
蓼科第二牧場
には牛や馬が

放牧され、蓼科山・浅間山を眺め
てちょっと一息。雨境峠祭祀遺跡
群（鳴石～鉤引石）でいにしえの旅
人に思いを寄せてはいかがでし
ょう。 

蓼科牧場では
すずらん祭り 
(初旬)が行な
われ、夏山シ
ーズンがスタ

ート。八子ヶ峰登山ではレンゲツ
ツジが咲きみだれる様子と、
360°の大パノラマには、感動
で心が弾み、さわやかな山麓の
風が満喫できます。 

収獲の秋本
番。古町・桐
原・藤沢の
各地区で秋
祭り（中旬

頃）が行われ、三頭獅子が奉納
されるなど、五穀豊穣を祝う伝
統行事が行なわれます。津金寺
では、萩まつり（上中旬）が行わ
れます。 

立科小中学校・
蓼科高校の子
ども達は、感
動と希望を胸
に新しい世界

へ旅立ちます。春分の頃、姉妹都
市オレゴン市（アメリカ）へ中学生
がホームステイ。貴重な経験と厚
い交流により、強い絆で結ばれて
います。 

 
 
 
津金寺では夜
観音（１日）、町

民まつり「立科えんでこ」（第１週土
曜日）が行われます。女神湖の花
火大会（１１日）・お盆を過ぎると、初
秋のさわやかな風が感じられる
季節を迎えます。 

 
 
権現山運動公
園から女神湖
までの約20km

の道のりで、歩け歩け大会（初旬）
が行われます。良質のたてしな米
でお弁当を作り、家族で秋の白樺
高原をゆっくりとウォーキングな
どいかがでしょうか。 

 
 
蓼科山の頂に
雪が積もり、
スキー場がオー
プン。多くのス
キーヤー・ボー

ダーで賑わいます。白く染まった
白樺高原（白樺並木）を思いきり満
喫してください。 

生活・文化等を見つめ直す機会と
して町民が集い、「いきいきネット
たてしな」（第１週日曜日）が行われ、
ふるさとの町づくりについて、提言
や講演が行われます。 

里山も紅葉で彩られ、霜が降り、
初冬を迎えます。特産品りんご
（ふじ）の取り入れが最盛期と
なり、町は収獲祭で賑わいます。 

立 科 町 教 育 委 員 会  
立科町文化財保護委員会 

【お問い合わせ】 

�0267-56-2311 
※文化財の情報は立科町のホーム
ページでもご覧頂けます。 

http://www.town.tateshina.nagano.jp/

■桐原の獅子 ■古町の獅子 

■外倉の獅子 

■藤沢の獅子 

500 500 1,000 2,000m0

1：8,250

上
信
越 自動 車 道

長
野
新
幹
線

1

254

北横岳 

蓼科山 
双子山 

鷲ヶ峰 

車山 

美笹湖 

松原湖 
白駒池 

双子池 
白樺湖 

諏訪湖 
蓼科湖 

女神湖 

佐久IC

小諸IC

東部湯の丸IC

岡谷JCT

岡谷IC

中

小
海
線 

しな
の鉄
道 

しなの鉄道 

中軽井沢 

信濃追分 

御代田 平原 

小諸 

乙女 

滋野 

田中 

大屋 

美ケ原高原 

霧ケ峰高原 

八島高原 白樺高原 

佐久高原 

八千穂高原 

美里 

三岡 

中佐都 
岩村田 

北中込 

滑津 
中込 

太田部 

龍岡城 

臼田 

青沼 

羽黒下 

海瀬 

八千穂 

高岩 

馬流 

小海 

松原湖 

海尻 

佐久海ノ口 

佐久広瀬 

信濃川上

中
央

上諏訪 

下諏訪 

佐久市 

　軽井沢町 

御代田町 

（浅科） 

小諸市 

上田市 

（望月） 

佐久穂町 

南相木村 

北相木

小海町 

立科町 立科町 

（丸子） 

（武石） 

長和町 

 

岡谷市 

下諏訪町 

茅野市 
諏訪市 

和田
トン
ネル
 

三才
山ト
ンネ
ル 

佐久平 

299

141

142

141

141

254

152

142

254

254

143

18

広
域
マ
ッ
プ
 


